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主な研究課題 
・非代償性肝硬変症に対する自己骨髄由来細胞を用いた再生療法の開発研究と医師主導治験の推
進、肝臓構成細胞の細胞間相互作用の解明 
・門脈圧亢進症や非代償性肝硬変症に伴う合併症の病態の解明と治療法の開発 
・肝発癌機構の解明および新規治療法の開発と臨床実施 
・胃癌発生におけるEBウイルスおよびヘリコバクタ・ピロリ菌感染の分子病態の解明 
・Light-emitting diode(LED)内視鏡や新たな画像解析手法や特殊光を用いた産学共同による癌診
断法の開発 
・カプセル内視鏡の画像鮮明度に関する自己学習型自動診断プログラムの開発 
・膵癌に対する抗腫瘍薬の抵抗性機序の解明と新規抗腫瘍作用薬の開発 
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